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1. はじめに 

近年，クライアント側に入出力機能のみを持

たせ，サーバ側でアプリケーションやファイル

などの資源を管理するシンクライアントシステ

ムが多くの企業に導入されている．シンクライ

アントシステムでは，アプリケーションやファ

イルなどの資源を一元管理することができるた

め管理コストが削減でき，クライアントに資源

を持たないため，情報漏洩を防止することもで

きる．また，導入のネックとなっていた導入コ

ストの肥大化もサーバ側を仮想化することで 1

台の物理マシンを複数のクライアントが利用可

能になったことにより解決されつつある．しか

しながら，シンクライアントシステムでは，入

出力がネットワークを介すため，シンクライア

ント端末とサーバの通信に時間が掛かると性能

が低下してしまう． 

そこで，本研究はシンクライアントシステム

の性能向上を図るための仮想マシンの配置につ

いての検討を目的とする． 

2. 関連研究 

シンクライアントシステムにおける仮想マシ

ンの配置についての関連研究として，PBA[1]が

ある．PBA は仮想マシンの資源使用量が一定周期

でパターン化することを利用して，各パターン

の相関を考慮し，相関の低い仮想マシン同士を

同じ物理サーバへ配置することで，資源の競合

の抑制を実現している．しかし，PBA ではシンク

ライアントの性能に大きく影響するシンクライ

アント端末と仮想マシン間の通信について考慮

されていない．  

3. 提案手法 

本研究では，シンクライアント端末と仮想マ

シン間の通信について着目する．そして，ライ

ブマイグレーションを用いてシンクライアント 

 

 

 

端末と仮想マシンを近隣に配置し，シンクライ

アントシステムの性能を向上させる手法 OVCT 

(Optimal placement method of Virtual 

machine in accordance with Communication 

situation) を提案する．また，異なるネットワ

ークへのライブマイグレーション時に必要にな

るネットワーク設定の変更を自動的に行うため

に SDNの一種である OpenFlow[2]を用いる．OVCT

による仮想マシンの配置は以下，4 つのフェーズ

に分けられる． 

3.1 通信の検知 

 通信の検知では，OpenFlow の統計情報を用い

てシンクライアント端末と仮想マシン間の通信

を検知する．図 1 に通信の検知の概要を示す．

図では，SW1 配下のシンクライアント端末と物理

マシン 2 上の仮想マシンとの通信が検知される． 
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図 1 通信の検知 

3.2 配置場所の選択 

 配置場所の選択では，通信の検知で検出した

パケットを基にどの物理マシンに仮想マシンを

配置するとシンクライアント端末と仮想マシン

間のネットワーク経路が最短になるか選択する．

また，選択された物理マシンの空きリソースを

分析し，ライブマイグレーションが可能である

か判断する．空きリソース不足でライブマイグ

レーションが不可能だと判断した場合，配置場

所の再選択を行う．配置場所の再選択では，選

択された物理マシンの次にネットワーク経路が

最短になる物理マシンを選択する．図 2 に配置

場所の選択の概要を示す．図では，同じ SW1 配

下にあり，シンクライアント端末とのネットワ

ーク経路が最短である物理マシン 1 を配置場所
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として選択する． 
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図 2 配置場所の選択 

3.3 ライブマイグレーション 

 ライブマイグレーションでは，配置場所の選

択で選択された物理マシンへ仮想マシンをライ

ブマイグレーションする．図 3 にライブマイグ

レーションの概要を示す．図では，物理マシン 2

から物理マシン 1 へとライブマイグレーション

を行っている． 
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図 3 ライブマイグレーション 

3.4 ネットワーク設定の変更 

ネットワーク設定の変更では，OpenFlow を用

いてライブマイグレーションによって必要にな

ったルーティング情報等のネットワーク設定を

自動で変更する．図 4 にネットワーク設定の変

更の概要を示す．図では，各スイッチのネット

ワーク設定を変更し，シンクライアントから仮

想マシンへの通信が物理マシン 2 から物理マシ

ン 1へ変更している． 
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図 4 ネットワーク設定の変更 

4. 評価 

予備実験として，本研究の有用性を確認する

ために仮想マシンをシンクライアントの遠方に

配置した場合と，近隣に配置した場合で VNC 

(Virtual Network Computing) 接続開始から画

面表示に掛かる時間を測定し，比較した．図 5

に実験環境を示す．図では，仮想マシンをシン

クライアントの遠方に配置し接続した場合と，

ライブマイグレーションを行い近隣に配置し接

続した場合のネットワーク構成を表している．

図 6 に実験結果を示す．図では，仮想マシンを

遠方に配置した場合に比べ近隣に配置した場合

の方が画面表示までの時間が短く，ネットワー

ク負荷が増加するほどその差が大きくなること

が分かる．上記より，シンクライアント端末と

仮想マシンを近隣に配置することで，シンクラ

イアントシステムの性能を向上させることが出

来ると考えられる． 
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図 5 実験環境 
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図 6 実験結果 

5. おわりに 

 本研究では，シンクライアントシステムの性

能向上を目的とした．そして，シンクライアン

ト端末と仮想マシン間の通信について着目し，

シンクライアント端末と仮想マシンを近隣に配

置する手法 OVCT を提案した．今後は，システム

を実装・評価し，有用性を検証する． 
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